
JT65を始めてみよう

JTモードで始める
新たなるHFの世界
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JT65とは

　JT65は、デジタル技術を用いた比較的新しい微

弱信号による狭帯域通信Modeの一つ。

　元々は流星痕反射通信用に開発された。

　発展を遂げてEME通信に使用され、後にHF帯に

まで応用範囲が拡大された。

　SSBでは聞こえない遠くの局と交信出来る。



JT65とは

　JT44はCWで交信出来る最低レベルよりも-10～-15dB低い信号を

解読出来るとされており、SSB帯よりは-30dB以上低いレベルを解読

出来ると言われている。したがって、V・UHFによるＤＸ交信に最適な

交信方法です。また、ＧＰなどの設備でも200～300kmのＤＸ交信が

十分楽しめる。ＳＳＢと比較したり、小電力でどこまで飛ぶかなど色々

な楽しみ方がある。

　JT65はJT44よりも解読性能を良くしたバージョンでJT44より3dB以

上低いレベルまで解読出来る。



JT65のＱＳＯは？

　JT65のＱＳＯは、まったくマイクを使わず、電鍵・キ

ーヤーを使わず、ＰＣのみを使う静かなＱＳＯになり

ます。

　深夜にＱＳＯしていても全く気付かれません

海外局とのＱＳＯが多いので、必然的に夜、また

は朝のＱＳＯがメインになってきます。



誰が開発したの？

K1JT　ジョセフ・テイラー（出展：Wikipedia）
（アメリカ合衆国・宇宙物理学者）

　1993年、 ラッセル・ハルスと「重力研究の新しい可能
性を開いた新型連星パルサーの発見」の功績によりノ
ーベル物理学賞を受賞した。
　ハルスと発見した連星パルサーは中性子星が連星を
構成し、重力波を放出することにより、エネルギーを失
ない公転周期が短くなっていくことを示していると考えら
れるものである。アインシュタインの予測した重力波の
存在を間接的に証明するものであった。



運用する設備は？

RTTY・SSTVと同じ設備があれば、すぐに運用できる。
接続方法も変わるところはない。

パソコン

ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ

無線機



運用する設備は？

必要とするＰＣスペック
・ Windows XP以降のOSが走るパソコン。
　Linux、OS-X、他のUnix系OSでも走るソフト有り
・動作クロック1.5GHzかそれ以上のCPU。
　（CORE3以上あれば十分です）
・100MBの空きメモリ。
・ 1024x768以上の解像度をもったディスプレイ
　（大きいほどよい）
・48KHzサンプリングができるオーディオ入出力
・パソコンの時刻をUTCに対して±0.5秒以内の誤差で合わ
せられる手段。



どのように接続するの？

１．USBIF4CWを使用してDATAコネクタがある場合
　①USBIF4CWのPttOutは、コネクタPTTに接続。
　②パソコンのスピーカ出力は、コネクタDATAインに
　　接続。
　③パソコンのマイク入力は、コネクタDATAアウトに
　　接続。

パソコン USBIF4CW
無線機

DATA端子

USB端子

U
S
B Ptt-Out

SP出力MIC入力



どのように接続するの？

２．USBIF4CWを使用してDATAコネクタがない場合
　①USBIF4CWのPttOutは、MIC端子のPTTに接続。
　②パソコンのスピーカ出力は、 MIC端子の入力に
　　接続。
　③パソコンのマイク入力は、外部イヤホン端子に
　　接続。

パソコン USBIF4CW
無線機

MIC端子

USB端子

U
S
B Ptt-Out

SP出力MIC入力

外部イヤホン端子



どのように接続するの？

３．YAESUｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ（SCU-17)を使用してYAESU無線機に
接続の場合（FT-450を例に説明）
　①パソコンのUSB端子とSCU-17のUSBを接続
　②SCU-17のCAT端子と無線機のCAT端子を接続
　③SCU-17のDATA端子と無線機RTTY/DATA端子を接続

パソコン SCU-17
無線機

USB端子

U
S
B DATA端子

DATA端子

CAT端子
CAT端子



どのように接続するの？
４．自作インターフェースを使用してDATAコネクタが
　　　ない場合
　①自作インターフェースのPttOutは、MIC端子の
　　　PTTに接続。
　②パソコンのスピーカ出力は、 MIC端子の入力に
　　接続。
　③パソコンのマイク入力は、外部イヤホン端子に
　　接続。

パソコン 自作インタ
ーフェース 無線機

MIC端子

シリアル
端子

Ptt-Out

SP出力MIC入力

外部イヤホン端子



自作の方法
パソコンのシリアルインターフェース（ＲＳ２３２Ｃ）
の４，５ピンを使用。　シリアルコネクタがない場合は
USB/シリアル変換ケーブルを用いても可能。
　デバイスマネージャからcomポート番号を確認し、
ソフトウエアにて設定すること。

この場合　ｃｏｍ3番



JT65で使用するソフトウェア
ここでは代表的に日本で使用されているソフトを紹介

・WSJT-X（本家）
　従来のJT65に加えJT4やJT9そのほかQRA
64・MSK144などのﾓｰﾄﾞを実装している。

・WSJT-X_JTDX
・JT65-HF HB9HQX-Edition
　（デコードが深いといわれています）
・WSJT（EMEではよく使われている）
・JT65－HF（開発が終了しました）



補足ソフトウェア群
ﾒｲﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの他、あると便利なソフトを紹介

・Turbo HAMLOGTurbo HAMLOGTurbo HAMLOGTurbo HAMLOG（（（（有名有名有名有名なのでなのでなのでなので説明説明説明説明しませんしませんしませんしません））））
・・・・JTJTJTJT----LinkerLinkerLinkerLinker（（（（JTJTJTJTｿﾌﾄｿﾌﾄｿﾌﾄｿﾌﾄととととﾊﾑﾛｸﾊﾑﾛｸﾊﾑﾛｸﾊﾑﾛｸﾞ゙゙゙のののの連携連携連携連携ｿﾌﾄｿﾌﾄｿﾌﾄｿﾌﾄ））））
・・・・JTJTJTJT----AlertAlertAlertAlert（（（（過去交信済過去交信済過去交信済過去交信済みみみみ判定判定判定判定やややや各種各種各種各種ｱﾗｰﾄｱﾗｰﾄｱﾗｰﾄｱﾗｰﾄ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　機能機能機能機能がありますがありますがありますがあります））））



JT系最新情報を入手するには
インターネットを使用して情報を入手するのが一番早
いです。
ここではお勧めするHPやFacebookを紹介します。
・JH3ECAさんのHP
こまめに最新ソフト群を掲載しているほか、免許申請
系も充実しています。

・Facebook：WSJT-X Community（英語）
非公開グループです。このグループに参加しないと
最新WSJT-Xソフトが入手できません。



JT系最新情報を入手するには
・JT65 JT9 ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾓｰﾄﾞのinformation exchange
日本のFaceBookｸﾞﾙｰﾌﾟです。7N4NDL竹中さんが主
体となっています。
最新情報の掲示や独り言、国内QSOにおける、ある
程度の約束事などを掲載しています。



JT系オンエアー周波数（FaceBookから転載）

・狭帯域データ通信が可能な周波数帯ですので、他モード
　も使用されています。譲り合っての運用をお願いします。

（決してこの時間帯占有にならない様配慮ください。）

・1.9MHz～7MHz帯では、極力JT9をお使いください。JT65を使
用される場合は、200Hz～1500Hzの範囲でお願いします

JH3ECA/中島OMのHP情報を一部変更しての転載となります



JT系オンエアー周波数（FaceBookから転載）

�デジタルモード送信スケジュール（1/19　7.101MHz関係の
表現変更＆YAESUコンテスト情報削除）
�下記内容にて、デジタルモードの送信実験を行っています
興味のある方は、振るって参加願います。
■時間帯　モード
時間帯 :20:00～21:00(JST)。前後有り
1.9MHz　WSPR-2/JT9/JT65A/WSJT-P
3.5MHz　JT65A/JT9/FlowText-1010p/WSJT-P
7MHz　　JT65A/JT9/FlowText-1010p/WSJT-P
50MHz 　JT65A/FlowText-1010p/WSJT-P
144MHz　JT65A/FlowText-1010p/WSJT-P
430MHz　JT65A/JT65B/FlowText-1010p/WSJT-P
1200MHz JT65A/JT65B/JT65C/FlowText-1010p/WSJT-P
※WSJT-PはWSJT-Picture



JT系オンエアー周波数（FaceBookから転載）

■時間帯　モード
時間帯 :07:00～08:00(JST)
7MHz　　ROS
・ROSのスケジュールは、JH3ECA/中島OMのHPにはありませ
ん



JT系オンエアー周波数（FaceBookから転載）

■曜日　周波数
月曜日 1.909MHz(USB）　　
火曜日　 3.531MHz (USB)
水曜日　 7.041MHz (USB)　
木曜日　 50.276MHz (USB)
木曜日　 7.101MHz (USB)
金曜日　 144.460MHz (USB)　
土曜日　 430.510MHz (USB)
土曜日　 7.0xxMHz (USB) ROS　※検討中　
日曜日　1296.600MHz (USB)



WSJT-Xの画面



WSJT-Xの設定

コールサインとグリッドロケータを入力

ダブルクリックでQSOがスタートできるようにする



WSJT-Xの設定

シリアルをコントロールするポートを選択する



WSJT-Xの設定



WSJT-Xの使用方法

オーディオゲインレベルの調整

CQ局をマウス左２回クリックでQSOがスタートする

AudioOutレベルの調整



WSJT-Xの使用方法

運用周波数の設定、プルダウンから選択する

QSOを止めたり、間違えた場合にクリックする



WSJT-Xの使用方法

QSOするためのコマンドボタン



PSKRにアップされた様子

この画面で運用している局、お空のコンディション状況がわかる



局免許の変更申請

局免許を変更する必要があります。

JT系はF1Dに該当します。

使用するｱﾌﾟﾘが搭載しているﾓｰﾄﾞは一度の手間で届出することを
お勧めします。

無線機に付加装置を付けた形での変更となります。

送信機系統図と付属装置諸元を電子データで添付する。

電子申請届出Liteで申請可能。



送信機系統図の例

各個人の無線機に合わせ
て変えてください



付属諸元表の例
設備名称 パーソナルコンピュータ変調方式 使用する

送信機
装置の名称
または種類

方式・規格等

JT65 方式 65FSK

通信速度 2.7ﾎﾞｰ、5.4ﾎﾞｰ、10.8ﾎﾞｰ

周波数偏移幅 +174.96Hｚ、+349.92Hz、
+699.84Hz

符号構成 JT65

副搬送波周波数 1,270.5Hz

電波形式 F1D



付属諸元表の例
設備名称 パーソナルコンピュータ変調方式 使用する

送信機
装置の名称
または種類

方式・規格等

JT9 方式 9FSK

通信速度 0.114ﾎﾞｰ〜3.4ﾎﾞｰ

周波数偏移幅 0.4〜15.6Hz

符号構成 JT9

副搬送波周波数 1500HZ

電波形式 F1D



付属諸元表の例
設備名称 パーソナルコンピュータ変調方式 使用する

送信機
装置の名称
または種類

方式・規格等

JT44 方式 44FSK

通信速度 5.38ﾎﾞｰ

周波数偏移幅 ±242.25Hz

符号構成 JT44

副搬送波周波数 ーーーーーー

電波形式 F1D



付属諸元表の例
設備名称 パーソナルコンピュータ変調方式 使用する

送信機
装置の名称
または種類

方式・規格等

JT4 方式 4FSK

通信速度 47.1ﾎﾞｰ

周波数偏移幅 +17.5Hz/+35Hz/+70Hz/+15
7.5Hz/+315Hz/+630Hz/+12
60Hz符号構成 JT44

副搬送波周波数 1270.5Hz

電波形式 F1D



付属諸元表の例
設備名称 パーソナルコンピュータ変調方式 使用する

送信機
装置の名称
または種類

方式・規格等

QRA64 方式 64FSK

通信速度 1736ﾎﾞｰ〜27778ﾎﾞｰ

周波数偏移幅 +109.37〜175.1Hz

符号構成 QRA64

副搬送波周波数 37×7 Costas Arrays at 
Tones[2660413]

電波形式 F1D



付属諸元表の例
設備名称 パーソナルコンピュータ変調方式 使用する

送信機
装置の名称
または種類

方式・規格等

WSPR 方式 4FSK

通信速度 1.46ﾎﾞｰ

周波数偏移幅 ±6Hz

符号構成 WSPR

副搬送波周波数

-------------------------電波形式 F1D



運用のノウハウ（赤字は重要）
① これからHF帯でJT65を安直に始めようとお考えの方は、
　　WSJT-XでQRVされることをお勧めします。
② 時刻設定はUTC（協定世界時）±0.5sec以内とする。
　　時間ずれがある場合相手にデコードされません。
③ 運用を開始するにあたっては、すでに運用中の局に妨害を与
　　えないよう細心の注意を払う。また交信中の局の呼び出し
　　は順序良く並んで行う。
　　SSBでいうところのハイパワー呼び倒しは通用しない。
　　相手にはデコードされているので、要注意人物になりやす
　　い。
④ Modeは全バンドを通じてUSBで運用する。
⑤ デコード時間を最小化するにはDECODE設定を“ Fast”にす
　　れば遅延を最小化でき速やかにデコードできる。



運用のノウハウ
⑥送信出力は、自局の機種・アンテナ等を踏まえ輻射電力５W
　　程度（国内）でオペレーションを心掛ける。
⑦ W6CQZ／Mr.J.C.Largeは「良好なアンテナがあれば30W
　　程度で十分です」とアナウンスしている。
⑧ 通常のQRP運用はCWが5W,SSBが10W以下とされている
　　が、JTはQRP運用は1W以下とする。
⑨ PCに入力するAF信号にハム等のノイズやRFの廻り込みがな
　　いこと。また 入力レベルを過大としないこと。
⑩ PCのAF出力信号が送信機に入り、歪みのない綺麗な電波が　作
られていること。
⑪ 送信機のスピーチプロッセサーやコンプレッサーは使用
　　しない。またALCはゼロまたは規定内で最小に設定する。
⑫ 多くの局から呼び出しを受けている局をコールする場合は、
　　CQを受信した周波数から±50Hz以内の範囲で僅かに離調し
　　てCallすると応答を受ける確率が高くなる。



運用のノウハウ
⑬ 移動運用の場合、法規制に従わなければならない場合以外は、
Prefix／Suffixは使わず,自由文メッセージで“ DE
JF1OKX／9J”とか“ DE JA2OP／1 ”で移動先表示をするこ
　とを推奨します。
⑭ オフバンドに注意！！
　最近JT系によるオフバンドQSOによって検挙・摘発されている例がち
ょくちょく見受けられます。
　三浦電波監視センターは見ています。
　3.5MHz系：3.576MHz（ついついの人が多い）
　7MHz系：7.045～7.100（7.076MHz国内QSOはダメ）
　　　　　上記周波数帯は外国のｱﾏﾁｭｱ局とのﾃﾞｰﾀ通信にも使用
　　　　　することができる。
　14MHz系：免許がないのにオンエアー
　18MHz系：４級免許の方がついついオンエアー



さあ、始めましょう


